
 
1東京大学大学院農学生命科学研究科 Graduate School of Agricultural and Life Science, The University of Tokyo,  
キーワード：人工知能，AI，深層学習, データサイエンス 

農業農村工学における AI 利用の可能性 
Possibility of using AI in agricultural rural engineering  

○溝口勝・杉野弘明 
MIZOGUCHI Masaru, SUGINO Hiroaki 

 
はじめに 

囲碁や将棋の世界でロボットが人間に勝った

というニュースと共に、人工知能（AI）が注目さ

れている。いずれは AI を持つロボットが人間の

仕事を奪うようになるかも知れないという論調

もある。しかし、AI が農業農村工学分野でどのよ

うに役に立つのか皆目見当がつかない。そこで、

本セッションでは情報工学の AI 専門家から基本

を学ぶと共に、農業農村工学分野で使ってみたい

と考えている会員から AI 利用の事例や可能性を

語ってもらう。 
農業データサイエンスの現状

データサイエンスは近年目覚ましい進歩を遂

げている。図１は農業分野におけるデータサイエ

ンスの現状（2018 年現在；著者の主観）である。 

農業農村工学分野関係に絞ってみると、古くか

ら観測されていた気象・水文データやダム・頭首

工等の水位データは紙媒体で記録されていたが、

テレメータの導入によって電子媒体に記録され

ている。また、GIS による農地データも基本的に

は特定のサーバに保存されている。同様に各地の

農政局や試験場にあるパンフレットなどのテキ

ストデータも特定のハードディスクやサーバに

保存されている。現在進行しているビックデータ

化の流れは記録形式が異なりかつ分散・保存され

ているデータをクラウドサーバに集め、データベ

ース化し、それらをいろいろな角度から再利用と

するものである。農業分野の特徴は経験や勘に依

存する「暗黙知」が存在することである。これを

可視化データに変換することが重要である。 

 

Fig.1 農業農村工学分野におけるデータサイエンスの現状（2018 年現在）
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利用の可能性

AI は図１のクラウドサーバ内のビックデータ

の解析に威力を発揮する。従来データ解析といえ

ば、まずは統計による重回帰分析に始まり、観測

データを用いてさまざまなモデルのパラメータ

フィッティングの問題が多かった。特に、非線形

性の強いタンクモデルや土壌水分特性モデルの

パラメータ決定は農業農村工学分野における伝

統的な手法だった。しかし、これらの解析は機械

学習のニューラルネットワークの手法で簡単に

できるようになる。しかも最初は限られた学習デ

ータから予測を繰り返しているうちにデータが

大量になればなるほど AI が自ら別のパターンで

予測するようになる。これによる人間では気づか

ないような新しいパラメータ間の相関が発見さ

れる可能性がある。（深層学習） 
最近 AI が注目されているのは Google や

Microsoft などの IT 会社が相次いでクラウド

ML(Machine Learning)用のオープンソースのラ

イブラリを公開したことによる 1)。Python や R
の言語を使ってライブラリを呼び出したり、ある

いは TensorFlow や Keras という API を使うだ

けで誰でも簡単にデータ収集および解析ができ

るようになった 2)からである。これにより、固定

カメラで撮影された大量の画像データさえあれ

ば現場のわずかな異変を検知し、深層学習ツール

によって自動補正しながら作物の生育具合をグ

ラフ化したりできるようになるであろう。 
テキストデータ解析事例：研究課題の分析

図２と図３は学会講演要旨検索システム 3)と他

のクラウドサーバから「溝口勝」を抽出し、

年から 年の農業農村工学会における発表表

題を分析した結果である。

表題をテキストデータとして、その頻出語の共

起関係を視覚化した図２の共起ネットワークを

見ると、大まかに のトピックが存在している

ことがわかる。また、図 はトピック同士の関連

度合いに注目してクラスター分析し、トピックの

変遷を視覚化したものである。この図をみると、

当初は凍土に関する研究が多かったが、 年以

降にモニタリング関連が、 年以降に福島放射

線関連の研究が増えてきたことが一瞥できる。

図２ 発表表題の頻出語による共起ネットワーク

図３ 発表におけるトピックの時系列変化

おわりに

本セッションは、以下の流れで進める。

農業農村工学における 利用の可能性（趣旨説明）

人工知能と深層学習（基調講演）

機械学習を活用した農業用水需要の予測手法（事例）

航空写真／ ポリゴンを使った区画整理度合いの

自動判定への 適用可能性 （問題提起）

データ駆動型モデルの生態学への応用（事例２）

総合討論（意見交換）

実は私自身いまの AI ブームの流れにはついて

行けていない。しかし、「暗黙知」の多い農業で

はビックデータと組み合わせて AI を使うことで

飛躍的な農業技術イノベーションを起こせる予

感がある。この企画セッションでは、同様の予感

を持つ学会員の皆さんで議論して、新しいアイデ

ィアを共有したいと思う。 
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